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音響誘起電磁法による
体内線維の非侵襲センシング
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発明のポイント

発明の概要

従来技術との比較・優位性

想定される用途

ASEM法
（本技術）

エラストグフィX線, CTMRI生検
方法/
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〇
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線維化
診断
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（超音波誘起分極）

加圧等によるエコー
変化やせん断波の

音速
すりガラス陰影
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光学
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コラーゲン分布
組織の硬さ
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線維による
散乱・吸収

血液の
漏れ

コラーゲン分布評価対象
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物体内部の電気的・磁気的情報を空間分解能をもって測定するためには、観測したい深部に“波”を使って電気・磁気量に
リモート変調をほどこし、復調技術をもって高感度に測定することが基本だろう。
もっとも容易に電気・磁気量に変調を施すことができる“波”は、光や電波である。
しかし、光はコンクリートや人体を透過しない。電波は波長が長いため、空間分解能がでない。
そこで、我々は“音波”に着目。音波は、人体においても比較的深部まで到達し、しかも1mm以下の空間分解能を出せる。
この音波を利用した電気・磁気測定法が、我々が提案・実施してきた音響誘起電磁（ASEM）法である。

組織に超音波を照射し線維化度合を、断面において可視化できる。

本発明が提供できる技術：非侵襲で、線維化組織（コラーゲンなど）からの信号を、直接観測できる。信号強度を解析し、

線維化度合を、定量的かつ、視覚的に画像評価できる手段を提供できる。


